
同
月
八
日

同
月
三
十
日

五
月
二
日

第
四
節

昭
和
十
九
年

①

職
員
そ
の
他

（
主
に
「
辞
令
薄
」
に
よ
る
。
）

昭
和
十
九
年

一
月
二
十
八
日

東
山
新
吉
（
号
魁
夷
、
昭
和
六
年
日
本
画
科
卒
）
は
本
校

事
務
を
康
託
さ
れ
、
文
店
課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

三
月
七
日
大
島
住
之
助
（
昭
和
七
年
彫
刻
科
卒
）
は
体
様
、
教
練
担
当
講

師
を
園
託
さ
れ
る
。

同
月
三
十
一
日
講
師
鈴
川
信
一

、
同
松
田
竹
太
郎、

依
願
解
屎
゜

四
月
七
日
前
年
に
引
き
続
き
尾
上
八
郎
、
上
村
福
幸
、
高
階
順
治
、
鈴
木

清
、
小
磯
良
平
、
寺
内
万
治
郎
は
講
師
を
嘱
託
さ
れ
る
（
各
担
任
科
目
は

前
年
度
と
同
じ
）
。

同
月
八
日
生
徒
主
事
補
寺
田
春
キ
は
生
徒
課
勤
務
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
務
課

勤
務
、
生
徒
課
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
三
日
東
京
帝
大
卒
友
田
鋲
三
は
師
範
科
お
よ
び
建
築
科
の
物
理
学

授
業
担
任
講
師
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
二
十
六
日

東

京

帝
大
卒
松
田
和
三
は
師
範
科
の
工
学
授
業
担
任
講
師

を
嘱
託
さ
れ
る
。

嘱
託
佐
々
木
孔
、
依
願
解
嘱
と
な
る
。

陸
軍
技
術
本
部
隅
託
関
秀
光
（
和
田
三
造
門
下
）
は
師
範
科
の

色
彩
学
授
業
担
任
講
師
を
縣
託
さ
れ
る
。

東
京
府
立
第
一
中
学
校
教
論
滝
沢
俊
郎
（
帝
大
卒
）
は
師
範
科

の
公
民
科
投
業
担
任
講
師
を
隊
正
さ
れ
る
。

同
月
十
八
日
溝
師
矢
崎
好
辛
、
康
託
平
塚
迎

一
は
解
屈
と
な
る
。

同
月
二
十
日
学
校
長
澤
田
源
一

、
依
願
免
本
官
と
な
る
。
文
部
省
専
門
教

育
局
長
永
井
浩
は
学
校
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
、
工
芸
技
術
講
習
所
長

に
補
せ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
九
日
永
井
浩
は
教
授
結
城
素
明
、
森
井
健
介
、
多
賀
谷
健
吉
、

六
角
紫
水
、
小
林
萬
吾
、
朝
倉
文
夫
、
北
村
西
望
、
和
田
三
造
、
津
田
伝

夫
の
依
願
免
本
官
と
平
櫛
悼
太
郎

（
田
中
）
、
小
林
茂
（
古
径
）
、
安
田
新

三
郎
（
鞍
彦）
、
富
本
憲
吉
、
安
井
曾
太
郎
、
梅
原
寵
三
郎
、
石
井
飢
三

の
教
授
任
命
を
文
部
大
臣
に
上
申
（
文
部
省
教
学
官
佐
藤
得
二
起
案
）
す

る
。

同
月
―――
十
日

書
記
宮
本
純
一
は
本
校
事
務
官
に
任
命
さ
れ
る
（
翌
―
―-
+

-

日
依
願
免
本
官
）
。

同
月
――-
+

―
日

六
月

一
日

同同同
月
五
日

嘱
託
東
山
新
吉
は
病
気
の
た
め
依
願
解
嘱
と
な
る
。

元
大
阪
市
立
美
術
館
長
上
野
直
昭
は
本
校
校
長
に
任
命
さ
れ
、

工
芸
技
術
講
習
所
長
に
補
せ
ら
れ
る
。

日
結
城
素
明
、
森
井
健
介
、
多
賀
谷
健
吉
、
六
角
紫
水
、
小
林
万

吾
、
朝
倉
文
夫
、
北
村
西
望
、
津
田
信
夫
は
依
願
免
本
官
と
な
り
、
津
田

信
夫
は
工
芸
技
術
講
習
所
教
授
兼
任
も
免
ぜ
ら
れ
る
。
生
徒
主
事
兼
教
授

佐
々
木
卓
は
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
に
転
任
す
る
。

日

乎

櫛

田

中
、
小
林
古
径
、
安
田
鞍
彦
、
安
井
曾
太
郎
、
石
井
鶴

三
は
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

富
本
憲
吉
は
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。
文
部
省
教
学
官
佐
藤
得

は
本
校
教
授
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
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教
授
田
辺
至
、
森
田
亀
之
助
、
小
泉
青
堂
、
高
村
豊
周
、
川

片
岡
照
三
郎
は
工
芸
科
漆
工
部
第
四
学
年
の
彫
鍍
実
習
（
六
月

十
二
日
よ
り
三
十
日
ま
で
、

一
回
四
時
間
、
十
回
）
担
任
を
臨
時
嘱
託
さ

同
月
十
三
日

事
務
官
北
浦
大
介
は
依
願
免
本
官
と
な
り
文
部
属
兼
教
員
検

定
委
員
会
書
記
山
下
民
蔵
は
本
校
事
務
官
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
十
五
日
講
師
松
田
和
三
、
秦
慧
玉
は
依
願
解
嘱
と
な
る
。

同
月
十
六
日
教
授
兼
生
徒
主
事
村
田
良
策
は
教
務
課
長
、
生
徒
課
長
を
命

ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
一
日

同
月
二
十
二
日

本
官
と
な
る
。
学
校
長
上
野
直
昭
は
帝
室
博
物
館
顧
問
に
任
命
さ
れ
る
。

助
教
授
羽
下
修
三
、
深
瀬
嘉
臣
、
鎌
倉
芳
太
郎
は
依
願
免

田
中
文
雄
（
青
坪
）
、
山
本
正
義
（
丘
人
。

大
正
十
――一
年
日
本

画
科
卒
）
、
菅
原
安
男
（
昭
和
三
年
彫
刻
科
卒
）
、
笹
村
良
紀
（
草
家
人
。

同
七
年
同
科
卒
）
は
助
教
授
に
、
奥
村
義
三

（
土
牛
）
、
村
田
茂
男
（
泥

牛
）
、
羽
石
弘
志
（
光
志
）
は
講
師
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
二
十
三
日

梅

原

龍

三
郎
は
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
二
十
七
日
講
師
遠
藤
佐
市
郎
、
依
願
解
嘱
と
な
る
。
久
保
守
（
昭
和

四
年
西
洋
画
科
卒
）
、
硲
伊
之
助
は
油
画
実
習
授
業
（
週
十
八
時
間
）
担

任
講
師
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
九
日

助
教
授
山
田
廉
、
岡
四
郎
は
教
授
に
任
命
（
翌一二
十
日
依

願
免
本
官
）
さ
れ
る
。

同
月
―――
十
日

同

日

同
月
十
九
日
書
記
浦
野
双
観
は
エ
芸
技
術
講
習
所
書
記
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ

る
。

れ
る
。

同
月
十
日

同
月
二
十
九
日

れ
る
。

崎
小
虎
は
依
願
免
官
と
な
り
、
工
芸
技
術
講
習
所
教
授
兼
本
校
教
授
森
田

武
は
依
願
免
本
官
並
び
に
免
兼
官
と
な
る
。
講
師
矢
沢
弦
月
、
矢
代
幸
雄

は
依
願
解
嘱
と
な
る
。

助
教
授
内
藤
春
治
は
教
授
に
任
命
さ
れ
、
工
芸
技
術
講
習
所
助

教
授
兼
本
校
助
教
授
山
脇
洋
二
は
本
校
助
教
授
に
任
命
さ
れ
、
小
塚
新
一

郎
は
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

同
日
兼
子
秀
賢
は
本
校
教
務
を
嘱
託
さ
れ
、
山
田
廉
は
本
校
教
務

（
教
務
課
並
び
に
日
本
画
教
室
勤
務
）
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
日
工
芸
技
術
講
習
所
教
授
兼
本
校
教
授
山
崎
覚
太
郎
は
文
官
分
限

令
第
十
一
条
第
一
項
に
よ
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

七

月

十

日

教
授
関
野
聖
雲
、
依
願
免
本
官
と
な
る
。
斎
藤
幸
晴
は
本
校
教

務
（
教
務
課
勤
務
）
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
十
四
日
教
授
富
本
憲
吉
は
工
芸
技
術
講
習
所
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
五
日
講
師
品
田
慎

一
は
臨
時
召
集
を
受
け
て
入
隊
す
る
。
村
田
良

策
は
生
徒
課
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
小
塚
新

一
郎
が
こ
れ
に
任
命
さ
れ
る
。
書

記
兼
生
徒
主
事
補
高
橋
吉
雄
は
依
願
免
本
官
並
び
に
兼
官
と
な
る
。

同
月
十
八
日
助
教
授
伊
原
宇
三
郎
は
依
願
免
本
官
と
な
る
。
生
徒
主
事
補

寺
田
春
キ
は
助
教
授
兼
生
徒
主
事
補
に
任
命
さ
れ
る
。
助
教
授
入
谷
昇
は

生
徒
主
事
補
兼
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
二
十
日

講
師
白
川

一
郎
、
沼
田
一
雅
、
小
磯
良
平
、
高
階
順
治
、
上

村
福
幸
は
依
願
解
嘱
と
な
る
。

同
月
二
十
八
日
講
師
新
規
矩
男
は
陸
軍
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

大
島
住
之
功
は
教
授
に
任
命
さ
れ
、
教
練
担
任
を
命
ぜ
ら

同

日
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同
月
七
日

同
月
四
日

る
。

同
月
三
十

一
H

八
月
二
日

康
託
斎
藤
幸
晴
は
依
願
解
嘱
と
な
る
。

教
授
松
垣
硲
雄
は
依
願
免
本
官
と
な
る
。

前
田
泰
次
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ
、
文
庫
課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ

助
教
授
水
谷
武
彦
、
常
岡
文
亀
は
教
授
に
任
命
（
翌
八
日
と
も

に
依
願
免
本
官
）
さ
れ
る
。
山
崎
――一
郎
は
建
築
科
の
数
学
、
力
学
、
建
築

構
造
計
算
授
業
担
任
講
師
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同

日

講

師

原

田

謹
次
郎
（
尾
山
）
歿
゜

同
月
十
日
日
下
喜
一

郎
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
十
二
日
教
授
大
島
住
之
助
は
臨
時
召
集
を
受
け
て
入
隊
す
る
。

同
月
二
十
五
日
諧
師
友
田
鋲
三
は
依
願
解
嘱
と
な
る
。

同
月
三
十
一
日
講
師
硲
伊
之
助
、
久
保
守
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。
左

記
は
各
科
（
部
）
理
事
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

山
本
丘
人
（
日
本
画
）

寺
田
春
キ
（
油
画
）
笹
村
草
家
人
（
彫
刻
）
小

池
岩
太
郎
（
図
案
）
石
田
英

一
（
鍛
金
）
日
下
喜

一
郎
（
師
範
）

九
月
十
二
日
教
授
岡
田
捷
五
郎
は
生
徒
主
事
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
三
十
日

美
術
研
究
所
所
員
田
中
喜
作
は
日
本
美
術
史
担
任
講
師
を
嘱

託
さ
れ
、
文
庫
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

十
月
四
日
生
徒
主
事
岡
田
捷
五
郎
は
教
授
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

十
一
月
二
十
日
東
京
帝
大
文
学
部
教
授
児
島
喜
久
雄
、
お
よ
び
吉
川
逸
治

は
講
師
（
と
も
に
西
洋
美
術
史
担
任
）
を
載
託
さ
れ
る
。

同
月
三
十
日

嘱
託
兼
子
秀
賢
は
本
科
図
学
実
習
授
業
担
任
を
嘱
託
さ
れ
る
。

日
同同同同同同同同同同同同同同同同同同昭＊

北佐安勅近薮柳大上竹 高 加渡小西八石市し岩和画
使 久 の i科
河藤谷 保田内橋山辺瀬村藤井瀬せ渕年第
原 四ー

侃も 浄和直 信元 欽敏又昭t正昭富正幸 一月年
三 二 日
郎宏泉夫明哉昭吾夫造爾じ博郎夫夫功明入

学

青

原 藤 宅

正 和

樹 生

長 東 東 東 東 富 東 埼 京 愛 愛 京 愛 東 京 岡 東 長

②
 
昭
和
十
九
年
度
入
学
者

野 京 京 京 京 山 京 玉 都 知 媛 都 知 京 都 山 京 野 森

油
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同画
古松松丸矢山山中中田吉横余よ加大大大橋岩科

和第
田本橋 一

年
山 樹 山 山 吹 下 本 谷 JI I 中 田 山 西 藤 倉

晴 路 惣

男

大

阪

人

東

京

直i昭
逹 道

野

斉ざ 貫

大

分

新

潟
福

島

也

福

岡

夫

山

梨

貞

彦

東

京

信

福

岡

隆

盛

福

井

宏

北

海

道
埼

玉

喬

富

山

正

宮

崎

昌

岡

山

治

東

京

治

福

井

志

政

志 ~ ， 可

広

島

敏

福

岡

賀

博

伯

福

島
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